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【手続補正書】
【提出日】平成19年12月7日(2007.12.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ビデオ信号処理装置を制御する方法であって、
　チャネルスキャンモードとダイレクトチャネルセレクションモードのうちの１つを使用
したチャネル選択コマンドに対応するユーザ入力に応答して、デジタルビデオチャネルと
アナログビデオチャネルを含む複数のビデオチャネルから第一のビデオチャネルを選択す
るステップと、
　デジタル記録モードの作動に応答して、選択されたデジタルビデオチャネルを介して受
信されたプログラム信号をストレージ装置に転送するステップと、
　前記デジタル記録モードの間に前記ユーザ入力に応答して、前記複数のデジタルビデオ
チャネルとアナログビデオチャネルのうちの新たな１つを選択するステップと、
　前記チャネルスキャンモードが使用された場合、チャネルスキャンシーケンスにおいて
次のデジタルビデオチャネルを選択し、前記チャネルスキャンシーケンスにおいて現在選
択されたビデオチャネルと次のデジタルビデオチャネルとの間で介入するアナログビデオ
チャネルをスキップし、前記デジタル記録モードを維持するステップと、
を含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記ユーザ入力が前記ダイレクトチャネルセレクションモードを使用し、前記選択され
たチャネルがアナログビデオチャネルに対応する場合、前記アナログビデオチャネルを選
択し、前記デジタル記録モードを終了するステップと、前記選択されたチャネルがデジタ
ルビデオチャネルに対応する場合、前記デジタルビデオチャネルを選択し、前記デジタル
記録モードを維持するステップとを更に含む、
　請求項１記載の方法。
【請求項３】
　前記デジタルビデオチャネルは、それぞれメジャー及びマイナーチャネル番号により指
定され、新たに選択されたビデオチャネルが新たなメジャーチャネル番号を有するサブチ
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ャネルに対応する場合、前記指定されたバッファに記憶されているプログラム信号を消去
する、
請求項２記載の方法。
【請求項４】
　チャネルスキャンモードとダイレクトチャネルモードのうちの１つを使用してチャネル
選択コマンドを含むユーザ入力を受信する手段と、
　前記チャネル選択コマンドに応答して複数のデジタルビデオチャネルとアナログビデオ
チャネルのうちの１つを選択し、前記ビデオチャネルの選択された１つに関連するプログ
ラム信号を取得する手段と、
　装置が記録モードにあるとき、デジタルバスを介して選択されたプログラム信号からス
トレージ装置に転送する手段と、
　前記受信手段、選択手段及び転送手段に結合され、ユーザ入力に応答して当該装置の動
作を制御する手段とを有し、
　受信されたチャネル選択コマンドが前記チャネルスキャンモードを使用する場合、前記
選択手段は、チャネルスキャンシーケンスにおいて次のデジタルビデオチャネルを選択し
、現在選択されたビデオチャネルと次のデジタルビデオチャネルとの間で介入するアナロ
グビデオチャネルをスキップし、前記デジタル記録モードを維持する、
ことを特徴とする装置。
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